
2021.03.01 19

「文化」・「スポーツ」は、どちらも人の生活（LIFE）を豊
かにするものです。このコーナーは、みなさんが「文化」
や「スポーツ」に触れるきっかけとなる情報を提供して
いきます。 　　問文化スポーツ推進課（☎82-1115）

文化もスポーツも人生だ！
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❖時間　12:00 〜 16:30（開場 11:30）
❖場所　不二輸送機ホール 大ホール
❖入場料　無料
問山口県ハーモニカクラブ事務局

（☎ 090-7377-5351  藤井）

❖時間
ファミリーコンサート　開演 11:00
ティータイムコンサート 開演 14:00

※開場は、いずれも 30 分前です。
❖場所　不二輸送機ホール 小ホール
❖入場券　ファミリー  500 円（高校生

以下は無料）/ ティータイム 800 円
（おみやげお菓子付き）

❖入場券販売所　不二輸送機ホール、
市民館、イトオ楽器店

問不二輸送機ホール（文化会館）
（☎ 71-1000）

山口県総合芸術文化祭2020
第 15回山口県ハーモニカ
演奏交流会

第54回0歳からのファミリー
コンサート / 休日昼下がりの
ティータイムコンサートVol.54

　現在の代表 山本康則さんと 40 年以上指導されて
いる藤本東征さんにお聞きしました。

キャプテンの田原 凰宝魁くんにもインタビュー！

「スポ少活動の楽しさは？」
　始めた時はできなかったけどシュート力や技術があが
ってきて自信になりました。友達もできて楽しいです。
「身に付いたことは？」
　コミュニケーションの大切さを学びました。試合中や
練習の時にどういう声をかければよいかを考え、チーム
のために優しい言葉を使うことや、時には強く言うこと
もあります。よく話すことが大切と思います。

「活動を通して身につけてほしいことは？」
　サッカー・スポーツの楽しさを知ることです。ま
た人として成長するための力、生きる力を身に付け
てもらいたいです。（山本さん）
「昔と最近の子どもたちの違いは？」
　今も昔もサッカーが好きなところは変わりません。
成長する姿が見られてうれしいです。ただ、最近は
練習以外にボールを蹴る姿をあまり見かけなくなり、
団員も少なくなって少し寂しいです。（藤本さん）

50年以上続く
厚陽サッカースポーツ少年団に聞く

スポ少活動に参加しませんか？
　3 月は卒業シーズン。スポーツ少年団の活動もお別
れの季節です。今年度は、コロナ禍で大会の中止・練
習の自粛が続き、子どもたちが体を動かす機会の多
くが失われました。そんな中でも、頑張って活動を
続けているスポーツ少年団。市内でもっとも古い団
の一つを、文化スポーツ推進課が取材してきました。

　スポーツ少年団の活動は、育成・指導など、地域
の人の協力により支えられています。子どもたちの
成長や地域とのつながりを育む場所として、時代の
変化に合わせて今後も続いて欲しいと感じました。
　広報「さんようおのだ」3 月 15 日号で、市内のス
ポーツ少年団員募集を行う予定です。

田原 凰宝魁くん

文化REPORT

　第 8 回受賞作品をはじめとする現代ガラス作品 19 点を、3
月 4 日㈭から 8 日㈪まで、初めて東京都（上野の森美術館ギャ
ラリー）で展示します。この様子は、市ホームページまたは市
公式フェイスブックでお知らせしますので、ぜひご覧ください。

「現代ガラス展 in 山陽小野田」特別作品展

　2 月 7 日にきららガラス未来館で「第 8 回年賀状コンクール
2021」の表彰式が行われ、大賞には山下桃江さん（写真右）の
作品が選ばれました。このコンクールは、毎年きららガラス
未来館と市内郵便局がコラボレーション企画として開催して
いるイベントで、応募者自らがガラスで作ったスタンプを用
いて、オリジナルの年賀状をデザインするというもの。8 回
目の今回は、ガラススタンプ体験者 78 人、年賀状コンクール
応募数 47 点、ガラススタン
プ体験者が 1,000 人目を突
破するなど、より一層盛り上
がりを見せました。

　サクソフォンのラージアンサンブ
ルをお届けします。

大賞作品▶


